
仕
組
み
と
、
ま
ち
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
走
行
空
間
の
整
備
等
が
必

要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

松
山
市
に
お
け
る

市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り

　

２
０
１
６
年
に
創
設
さ
れ
た
日
立
東
大
ラ
ボ
に
お

い
て
は
、Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
「
ハ
ビ
タ

ッ
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
共
同
研
究
テ
ー
マ
の
1
つ
と
し
て

「
デ
ー
タ
駆
動
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
愛
媛
県
松
山
市

に
お
い
て
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
日
立
の
３

Ｄ
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
て
市
民
の
回
遊
行
動

調
査
デ
ー
タ
等
を
収
集
、
分
析
、
蓄
積
し
、
都
市
デ

ー
タ
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ツ
ー
ル
で
可
視
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
や
市
民
、
地
域
企
業
な
ど
の

地
域
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
合
意
形
成
を
図
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
歩
い
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
振
興
、
さ
ら
に
は
地
震
や
気
象
災
害
に
対
す

る
事
前
復
興
な
ど
の
防
災
面
も
含
め
た
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
松
山
市
で

は
２
０
１
４
年
か
ら
公
民
学
連
携
組
織
の
松
山
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、「
花

園
町
通
り
空
間
改
変
」
や
市
民
を
対
象
と
す
る
「
ア

ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
実
施
し
て
お
り
、「
松
山
２
０
６
０
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え

て
「
デ
ー
タ
駆
動
型
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
装
す
る
こ

会
）に
お
い
て
、
日
立
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
２
０
２
０
年
の
日
本
か
ら
拡
が
る
先
端

社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
現
」
で
は
、
誰
も
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
Ｕ
Ｄ
）・

シ
テ
ィ
」
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
共
通
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
を

訴
え
た
も
の
で
、
特
に
先
端
技
術
を
活
用
し
た
「
誰

も
が
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
。
歩
け
る
ま
ち
」
の
実
現

に
よ
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
活
力
の
あ
る
暮

ら
し
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

そ
の
た
め
に
は
民
間
企
業
や
行
政
、
大
学
等
に
加
え

て
市
民
も
参
加
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

　

日
立
製
作
所
は
こ
れ
ま
で
家
電
製
品
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
金
融
自
動
機
、
鉄
道
車
両
な
ど
、
身
近
な
も

の
か
ら
公
共
性
の
高
い
も
の
ま
で
幅
広
く
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
近
年
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
そ
の
対
象

を
広
げ
つ
つ
あ
り
、
今
回
は
そ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

日
立
が
考
え
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
あ
り
方

　

２
０
１
４
年
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ（
産
業
競
争
力
懇
談

多
様
性
が
輝
く

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
へ

1
vol.

│
共
創
・
連
携
・
価
値
創
造
へ
の
経
済
界
の
取
り
組
み 5

vol.

Society 5.0

が
実
現
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
シ
テ
ィ

〜
日
立
が
め
ざ
す
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り

日
立
製
作
所
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と
で
、
よ
り
市
民
の
参
加
意
識
が
向
上
し
、
効
果
的

な
施
策
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
９
年
度
の
国
土
交
通
省

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
の
1
つ
に
採
択
さ
れ
、

松
山
市
、
愛
媛
大
学
や
地
域
企
業
な
ど
と
の
協
働
を

推
進
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
人
の
安
全
で

快
適
な
移
動
を
め
ざ
し
て

　

視
覚
障
が
い
者
、
車
い
す
使
用

者
、
高
齢
者
な
ど
の
交
通
制
約
者

を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
安

全
・
安
心
・
快
適
な
移
動
を
め
ざ

し
て
、
歩
行
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

支
援
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
だ

（
２
０
１
５
～
２
０
１
８
年
度
内

閣
府
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ︿
戦
略
的
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹀
／

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
」。
２
０
１

７
～
２
０
１
８
年
度
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

︿
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
﹀か
ら
受
託
）。
毎
年

の
実
証
実
験
を
経
て
、
利
用
者
の

特
徴
に
応
じ
て
ル
ー
ト
を
案
内
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ナ
ビ
」
を
試
作
、

公
共
交
通（
バ
ス
）の
乗
降
／
混
雑

通
知
と
い
っ
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
と
あ
わ
せ
て
２
０
１
８
年
度
に

東
京
都
臨
海
部
に
お
い
て
大
規
模
実
証
実
験
を
行
い
、

そ
れ
ら
の
高
い
有
用
性
が
検
証
さ
れ
た
。
実
証
実
験

に
参
加
し
た
交
通
制
約
者
の
方
々
か
ら
は
、
ル
ー
ト

上
の
先
々
の
バ
リ
ア
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
得
ら

れ
る
点
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
ル
ー
ト
を
移
動
で
き

る
点
が
特
に
高
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
物

理
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
加
え
、
本
取
り
組
み
の
よ
う

な
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
が
重
要
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。
ル
ー
ト
案
内

の
た
め
の
情
報
収
集
を
目
的
と
し
た
デ
ー
タ
収
集
ア

プ
リ
は
、
現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
や
さ

し
い
ち
ず
」
と
し
て
一
般
公
開
中
で
あ
る
。
デ
ー
タ

収
集
か
ら
ル
ー
ト
案
内
提
供
ま
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
実
施
さ
れ
る
社
会
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

図表２　データ駆動型まちづくりのプロセス

距離画像

３次元処理による
高精度な人物計測

図表１　データ駆動型まちづくりの概要
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ま
た
、
前
述
の
事
例
以
外
に
も
東
急
電
鉄
の
「
駅

視

－ｖ
ｉｓ
ｉｏ
ｎ
」
と
い
う
、
駅
の
混
雑
状
況
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
駅
構
内
の
カ
メ
ラ
か
ら
得
た
画
像
は
、

日
立
製
作
所
の
人
流
解
析
・
デ
ー
タ
加
工
技
術
に
よ

っ
て
「
人
型
ア
イ
コ
ン
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
つ

つ
、
混
雑
状
況
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
配
信
対
象
は
東
急
沿

線
の
85
駅（
２
０
１
９
年
３

月
時
点
）に
ま
で
拡
大
し
、

沿
線
住
民
の
暮
ら
し
の
質
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
後
の
活
動

　

Society 5.0

は
、
個
々
人

の
豊
か
さ
と
社
会
の
価
値
最

大
化
の
両
立
を
め
ざ
す
。
よ

っ
て
そ
の
実
現
に
は
、
個
人

の
視
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

都
市
全
体
の
あ
り
よ
う
を
考

え
、
さ
ら
に
常
に
現
状
を
把

握
し
な
が
ら
、
よ
り
適
し
た

施
策
を
選
択
し
て
い
く
と
い

う
、
従
来
と
は
異
な
る
プ
ロ

セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
法
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
日
立
製
作
所
は
、

市
民
参
加
型
に
よ
る
地
域
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
連
携
を
可
能
と
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤
の
社
会
実
装
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

図表３　歩行アクセシビリティ支援の概要

歩行アクセシビリティ支援の実証風景
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